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( 2 )宇治田原町議会だより平成20(2008)年11月 第 57号

　

平
成
20
年
第
３
回
定
例
会
は
、９
月
９
日
に
招
集
さ
れ
、26
日
に
閉
会
し
た
。
補
正
予
算
４
件
、

条
例
３
件
（
制
定
１
件
、
改
正
２
件
）、
決
算
８
件
、
一
般
議
案
４
件
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ

も
原
案
通
り
可
決
、
認
定
し
た
。
決
算
に
つ
い
て
は
、
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
慎
重
審

査
の
上
、
い
ず
れ
も
認
定
す
べ
き
も
の
と
し
た
。
一
般
質
問
に
は
７
人
の
議
員
が
立
ち
、
活
発

な
議
論
を
展
開
し
た
。

平成 19年度決算を認定

基金名 Ｈ 15 年度 Ｈ 16 年度 Ｈ 17 年度 Ｈ 18 年度 Ｈ 19 年度

財政調整基金 12億9,609万円 13億2,682万円 13億1,749万円 12億1,057万円 10億8,925万円

減債基金 1億1,471万円 6,476万円 1,479万円 81万円 81万円

基金残高の推移

さらなる改革推進を
実施した主な事業
☆子育て支援医療費支給事業（拡充）　　１９４８万円

　　（出生から小学校終了まで医療費を支給）

☆集団茶園整備事業（継続）　　　　　１億６００万円

　　（町内４カ所）

☆安心安全橋りょう点検事業（新規）　　　１７９万円

　　（災害時、避難経路となる橋の点検を実施）

☆高齢者の交流の場づくり事業（新規）　　　１９万円

　　（しあわせの家・郷之口会館内）

☆永谷宗圓生家修復事業助成金（新規）　　２００万円

９
月
定
例
会

決算特別委員会現地審査

（千円以下切捨て）

（千円以下切捨て）



( 3 ) 宇治田原町議会だより平成20(2008)年11月 第 57号

９
月
定
例
会

町　　税
17億2,518万円
（48.4％）

地方交付税
5億9,264万円
（16.6％）

町債（借入金）
2億円

（5.6％）

繰 入 金
1億9,256万円
（5.4％）

分担金・負担金
7,694万円
（2.2％）

国・府支出金
3億6,598万円
（10.3％）

地方消費税交付金
1億475万円
（2.9％）

地方譲与税
5,465万円
（1.5％）

そ の 他
2億5,300万円
（7.1％）

平成19年度
歳出決算額
34億8,369万円

教 育 費
4億2,735万円
（12.3％）

民 生 費
8億6,353万円
（24.8％）

公債費
（借金返済）
4億1,515万円
（11.9％）

総 務 費
4億5,407万円
（13.0％）

土 木 費
4億1,347万円
（11.9％）

衛 生 費
3億8,160万円
（11.0％）

消 防 費
2億1,202万円
（6.1％）

そ の 他
1億1,694万円
（3.3％）

各会計の決算一覧
（千円以下切捨て）

農 林 水 産 業 費
1億9,951万円
（5.7％）

会　　計　　名 歳　　入 歳　　出 歳入歳出差引額

一 　 　 般 　 　 会 　 　 計 35億6,571万円 34億8,369万円 8,202万円 認定　賛成９・反対３

国 民 健 康 保 険 9億2,690万円 9億5,625万円 2,934万円 認定　賛成全員

老 　 人 　 保 　 健 9億2,071万円 9億2,040万円 30万円 認定　賛成全員

5億7,225万円 5億6,874万円 350万円

認定　賛成全員27万円4,944万円4,972万円奥山田地区簡易水道事業

高尾地区飲料水供給事業 365万円 341万円 24万円 認定　賛成全員

認定　賛成全員194万円5億7,923万円5億8,118万円公 共 下 水 道 事 業

収益的 2億1,133万円 1億9,637万円 1,496万円

　　△5,487万円1億 925万円5,437万円資本的
水道事業会計

特　

別　

会　

計

認定　賛成全員

介 護

保 険

保険事業勘定
介護サービス

事業勘定
認定　賛成９・反対３

265万円 207万円 57万円

平成19年度
歳入決算額
35億6,571万円

H22 年度   収支０めざし
形 式 収 支 8,202 万円 歳入から歳出を差し引いたもの

実 質 収 支 4,472 万円 形式収支から繰越財源を差し引いたもの

単 年 度 収 支 △ 4,024 万円 前年度の実質収支と比較したもの

実質単年度収支 △ 2億 456 万円 単年度収支から積立金や繰入金（基金取り崩し）を差し引いたもの

歳入
歳出

ゼロ

（千円以下切捨て）



宇治田原町議会だより平成20(2008)年11月 第 57号　( ４ )

主 
な 

質 

疑

総
括
質
疑

【
質　

問
】

　

日
本
経
済
が
厳
し
い
中
、

町
税
も
増
え
な
い
。
２
～
3

年
が
ふ
ん
ば
り
ど
こ
ろ
。
町

長
の
手
腕
を
発
揮
し
、
平
成

22
年
度
に
収
支
ゼ
ロ
に
む

け
て
責
任
を
は
た
す
べ
き
で

は
。

【
答　

弁
】

　

税
収
の
大
幅
増
が
見
込
め

な
い
な
か
で
、
歳
出
を
総
点

検
し
て
い
く
。
責
任
を
持
っ

て
平
成
22
年
度
財
政
収
支
ゼ

ロ
の
目
標
に
向
け
た
取
り
組

み
及
び
、
第
４
次
行
政
改
革

を
引
き
続
き
積
極
的
に
進
め

て
い
き
た
い
。

【
質　

問
】

　

全
国
一
斉
学
力
テ
ス
ト
に

つ
い
て
、
与
党
か
ら
も
無
用

論
が
噴
出
し
て
い
る
。
莫
大

な
費
用
を
教
員
増
な
ど
具
体

的
施
策
に
回
す
よ
う
要
望
す

べ
き
。

【
答　

弁
】

　

課
題
を
分
析
し
各
学
校
に

お
い
て
授
業
の
改
善
に
役
立

て
て
い
る
。
学
力
テ
ス
ト
を

分
析
し
、
子
ど
も
た
ち
に
返

し
て
い
け
ば
学
習
効
果
も
で

て
く
る
。

【
質　

問
】

　

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

決
算
審
査
意
見
書
（
要
旨
）

　

平
成
19
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
お
よ
び
、
水
道
事
業

会
計
に
つ
い
て
監
査
し
た
結
果
、
計
数
的
に
正
確
で
あ
り
、

予
算
執
行
の
成
果
等
、
良
好
で
あ
る
と
認
め
る
。

　

本
町
の
財
政
は
、
町
税
収
入
で
前
年
と
比
べ
増

加
し
た
も
の
の
、
本
格
的
な
回
復
に
は
至
っ
て
お

ら
ず
、
国
の
税
財
政
改
革
に
よ
り
地
方
交
付
税
が

減
少
す
る
な
ど
、
き
わ
め
て
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

　

前
年
度
よ
り
決
算
額
が
減
少
し
た
が
、
こ
れ
は

集
団
茶
園
造
成
事
業
の
本
格
的
な
工
事
着
手
に
取

り
組
ん
だ
一
方
で
、
人
件
費
等
の
経
常
経
費
削
減

の
内
部
努
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
、
町

政
の
各
般
に
わ
た
る
施
策
に
つ
い
て
、
積
極
的
か

つ
、
き
め
細
や
か
に
実
施
さ
れ
た
結
果
、
本
年
度

も
実
質
収
支
で
黒
字
決
算
を
打
た
れ
た
成
果
は
良

好
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

監
査
委
員

り
の
た
め
に
各
種
団
体
が
連

携
で
き
る
よ
う
な
組
織
の
立

ち
上
げ
を
。

【
答　

弁
】

　

安
心
・
安
全
を
重
点
施
策

と
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。
各
団
体
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
総
点
検
し
、
さ
ら

に
関
係
団
体
が
情
報
交
換
し

連
携
し
て
い
き
た
い
。

【
質　

問
】

　

財
政
健
全
化
へ
向
け
た
取

り
組
み
の
見
通
し
は
。

【
答　

弁
】

　

あ
れ
も
こ
れ
も
で
は
な

く
、あ
れ
か
こ
れ
か
選
択
し
、

決
算
特
別
委
員
会

　

決
算
特
別
委
員
会
は
、
監
査
委
員
を
除
く
12
名
で
設

置
し
、
委
員
長
に
小
林
昭
次
氏
、
副
委
員
長
に
垣
内
秋

弘
氏
を
選
出
し
、
慎
重
に
審
査
し
た
。

　

９
月
18
日
、
午
前
10
時
よ
り

決
算
特
別
委
員
会
を
開
会
し
、

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
特

別
会
計
決
算
、
水
道
事
業
会
計

決
算
に
つ
い
て
個
別
審
査
を
お

こ
な
い
、
翌
19
日
、
集
団
茶
園

整
備
事
業
、
主
要
町
道
新
設
改

良
事
業
（
郷
之
口
湯
屋
谷
線
、

東
塩
谷
線
）、
永
谷
宗
圓
生
家

改
修
事
業
等
に
対
す
る
支
援
事

業
の
現
地
審
査
を
行
っ
た
。
そ

の
後
、
総
括
質
疑
に
移
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
議
案
に
つ
い
て
表
決

を
行
い
閉
会
し
た
。

集団茶園整備事業（西ノ山工区）

町道郷之口湯屋谷線（大道寺）

決
算
特
別
委
員
会



【
答　

弁
】

　

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
る

も
の
。

【
質　

問
】

　

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
の
箇
所

決
定
の
基
準
は
。

【
答　

弁
】

　

防
災
担
当
が
協
議
し
区
長

会
に
は
か
っ
て
決
定
し
て
い

る
。

【
質　

問
】

　

障
が
い
者
通
所
交
通
費
補

助
の
増
額
を
。

【
答　

弁
】

　

他
の
市
町
村
と
比
較
し
て

劣
ら
な
い
制
度
で
あ
り
、
引

き
上
げ
は
考
え
て
い
な
い
。

【
質　

問
】

　

障
が
い
者
相
談
支
援
事
業

の
相
談
場
所
は
役
場
で
あ

り
、
込
み
入
っ
た
相
談
な
ど

し
に
く
い
の
で
は
。

【
答　

弁
】

　

相
談
者
に
不
便
を
か
け
て

い
る
認
識
は
な
い
、
場
所
は

状
況
に
よ
り
対
応
し
て
い

総
務
関
係

( 5 ) 宇治田原町議会だより平成20(2008)年11月 第 57号

決
算
特
別
委
員
会

持
続
可
能
な
財
政
基
盤
を
確

立
す
る
。
今
後
は
経
済
情
勢

や
国
の
動
向
も
見
据
え
る
中

で
、再
点
検
が
必
要
で
あ
り
、

全
町
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
。

【
質　

問
】

　

防
災
備
蓄
物
資
に
つ
い
て

更
な
る
充
実
を
。

【
答　

弁
】

　

避
難
場
所
で
の
女
性
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
対
策

等
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

【
質　

問
】

　

長
年
に
わ
た
り
山
城
地
区

市
町
村
連
絡
協
議
会
な
ど
へ

負
担
金
を
支
出
し
て
き
た

が
、
そ
の
成
果
は
。

【
答　

弁
】

　

様
々
な
人
権
問
題
の
解
決

に
向
け
た
取
り
組
み
を
し
た

こ
と
に
成
果
が
あ
っ
た
。

【
質　

問
】

　

定
率
減
税
廃
止
に
よ
る
住

民
へ
の
影
響
を
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

る
。

【
質　

問
】

　

障
が
い
老
人
健
康
管
理
事

業
で
、
南
京
都
病
院
だ
け
が

償
還
払
い
と
な
っ
て
い
る
。

他
の
病
院
の
よ
う
に
現
物
給

付
に
で
き
な
い
か
。

【
答　

弁
】

　

現
物
給
付
と
な
る
よ
う
京

都
府
へ
要
請
す
る
。

【
質　

問
】

　

健
康
づ
く
り
の
つ
ど
い
は

開
催
場
所
が
変
わ
り
、
駐
車

場
が
狭
い
な
ど
の
理
由
で
、

参
加
者
が
減
っ
た
の
で
は
。

【
答　

弁
】

　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
か
ら

保
健
セ
ン
タ
ー
に
会
場
を
移

し
、
各
健
診
や
相
談
コ
ー

ナ
ー
な
ど
流
動
は
ス
ム
ー
ズ

で
あ
っ
た
。
今
後
、
内
容
拡

充
を
図
る
場
合
は
開
催
場
所

を
検
討
す
る
。

【
質　

問
】

　

下
水
道
の
普
及
で
、
し
尿

処
理
量
は
減
っ
た
が
、
な
ぜ

処
理
費
が
減
ら
な
い
の
か
。

【
答　

弁
】

　

燃
料
費
の
高
騰
や
、
衛
管

職
員
の
退
職
金
に
伴
う
増
加

で
あ
る
。

【
質　

問
】

　

不
燃
ご
み
や
生
ゴ
ミ
の
減

量
を
進
め
る
施
策
を
。

【
答　

弁
】

　

透
明
袋
化
等
に
よ
り
認
識

を
高
め
、
さ
ら
に
減
量
化
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
。

【
質　

問
】

　

保
育
料
の
滞
納
の
理
由
と

対
策
は
。

【
答　

弁
】

　

滞
納
は
生
活
事
情
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
分
納
計
画
を

指
導
し
、
収
納
に
努
め
る
。

【
質　

問
】

　

資
源
化
物
収
集
事
業
の
売

り
払
い
料
は
、
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

【
答　

弁
】

　

城
南
衛
生
管
理
組
合
の
委

託
事
業
で
あ
り
、
資
源
化
物

の
売
払
収
入
に
よ
り
市
町
の

負
担
金
が
軽
く
な
る
。

【
質　

問
】

　

子
育
て
支
援
医
療
費
の
対

象
者
と
実
績
は
。
対
象
年
齢

の
拡
充
を
。

【
答　

弁
】

　

対
象
は
出
生
か
ら
小
学
校

卒
業
ま
で
で
、
府
１
１
４
５

件
、町
９
３
５
件
で
あ
っ
た
。

少
子
化
社
会
の
中
で
枠
の
拡

充
に
つ
い
て
は
近
隣
市
町
村

を
見
な
が
ら
検
討
す
る
。

健康づくりのつどい

家庭ごみ透明袋化説明会（湯屋谷会館）

福
祉
・
環
境
関
係



【
質　

問
】

　

収
入
未
済
額
を
ど
う
す
る

の
か
。

【
答　

弁
】

　

予
算
に
計
上
し
た
額
を
見

込
み
、
医
療
費
の
動
向
に
注

視
し
徴
収
努
力
し
て
い
く
。

【
質　

問
】

　

保
険
料
滞
納
を
ど
う
す
る

の
か
。

【
答　

弁
】

　

徴
収
努
力
を
し
て
い
る
、

今
後
も
個
別
訪
問
を
続
け
、

徴
収
率
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て

い
く
。

【
質　

問
】

　

利
用
料
負
担
が
大
き
く
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
て
い
な
い
の
で
は
。
町
独

自
の
軽
減
措
置
を
。

【
答　

弁
】

　

ケ
ア
マ
ネ
と
利
用
者
が
ケ

ア
プ
ラ
ン
を
立
て
る
中
で
、

自
分
の
受
け
た
い
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
て
い
る
。
軽
減

策
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。

【
質　

問
】

　

図
書
館
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
映
像

資
料
の
購
入
を
。

【
答　

弁
】

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
ビ
デ
オ
に
代

わ
る
視
聴
覚
資
料
と
し
て
検

討
し
て
い
る
。

【
質　

問
】

　

国
保
会
計
の
赤
字
解
消
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

【
答　

弁
】

　

数
年
計
画
で
赤
字
解
消
へ

向
け
、
国
保
財
政
健
全
化
計

画
を
立
て
、
検
討
組
織
の
立

ち
上
げ
や
健
康
づ
く
り
を
前

提
に
、
国
保
会
計

収
支
を
見
極
め
て

適
正
な
負
担
を
設

定
し
て
い
く
。
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国
保
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

決
算
特
別
委
員
会

【
質　

問
】

　

施
業
路
の
安
全
対
策
に
問

題
は
な
い
の
か
。

【
答　

弁
】

　

危
険
な
箇
所
は
事
業
者
を

指
導
し
て
い
く
。

【
質　

問
】

　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
の
結

果
は
。
改
修
に
対
す
る
助
成

の
創
設
を
。

【
答　

弁
】

　

耐
震
診
断
の
結
果
は
２
件

と
も
耐
震
度
が
不
足
し
て
い

た
。
改
修
の
助
成
制
度
は
周

辺
市
町
村
の
状
況
を
見
極

め
、
防
災
対
策
の
一
環
と
し

て
考
え
て
い
く
。

【
質　

問
】

　

砂
利
採
取
事
業
は
い
つ
終

わ
る
の
か
。
禅
定
寺
の
採
取

地
は
深
く
掘
り
下
げ
て
い
る

の
で
は
。

【
答　

弁
】

　

ネ
ダ
谷
は
復
旧
も
含
め
２

年
間
で
終
了
予
定
。
復
旧
の

た
め
の
更
新
は
あ
り
得
る
。

禅
定
寺
は
町
道
に
沿
い
平
均

勾
配
８
％
の
造
成
で
あ
る
。

【
質　

問
】

　

安
心
安
全
橋
り
ょ
う
点
検

事
業
の
結
果
と
今
後
の
取
り

組
み
は
。

【
答　

弁
】

　

鉄
筋
の
露
出
、
腐
食
、
ひ

び
割
れ
な
ど
が
見
受
け
ら
れ

補
修
が
必
要
で
あ
る
。
平
成

21
年
度
に
橋
り
ょ
う
長
寿
命

化
計
画
を
策
定
す
る
。

【
質　

問
】

　

学
校
図
書
室
の
蔵
書
整
備

率
は
早
期
に
達
成
を
。

【
答　

弁
】

　

平
成
20
年
度
か
ら
３
年
間

か
け
１
０
０
％
達
成
す
る
。

教
育
委
員
会
関
係

【
質　

問
】

　

小
学
校
の
教
室
の
暑
さ
対

策
に
つ
い
て
、
扇
風
機
の
増

設
を
。

【
答　

弁
】

　

扇
風
機
を
設
置
し
て
環
境

が
よ
く
な
っ
た
と
聞
い
て
い

る
。
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を

農
林
・
土
木
関
係

設
置
し
、
様
子
を
見
て
対
応

す
る
。

【
質　

問
】

　

文
化
セ
ン
タ
ー
の
自
主
事

業
が
減
っ
て
い
る
の
で
は
。

【
答　

弁
】

　

平
成
19
年
度
は
５
回
開
催

し
た
。
チ
ケ
ッ
ト
販
売
は
今

後
も
周
知
に
努
め
て
い
く
。

【
質　

問
】

　

舞
台
運
営
委
託
費
の
削
減

に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

【
答　

弁
】

　

こ
と
ぶ
き
大
学
な
ど
講
演

会
等
は
職
員
で
対
応
し
て
い

る
。

橋りょう点検

ことぶき大学
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一
般
会
計
決
算
に
対
す
る
討
論

反対

（
森
田　

木
一　

議
員
）

（
安
本　

修　

議
員
）

　

本
決
算
は
厳
し
い
財
源
の
中
で
持
続
可
能
な
財

源
確
保
の
た
め
に
、
人
件
費
の
削
減
や
事
務
事
業
の

見
直
し
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
た
結
果
、
財
政
調

整
基
金
の
取
り
崩
し
額
を
、
計
画
通
り
１
億
７
千
万

円
に
抑
え
た
こ
と
は
評
価
す
る
。
厳
し
い
財
政
の

中
、
子
育
て
支
援
医
療
費
支
給
事
業
は
、
京
都
で

も
先
駆
け
て
取
り
組
ま
れ
た
。
福
祉
日
本
一
を
め
ざ

し
、
健
康
づ
く
り
、
高
齢
者
の
交
流
の
場
づ
く
り
、

健
康
促
進
の
事
業
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
た
。

福
祉
バ
ス
も
路
線
を
拡
充
、
新
都
市
創
造
ゾ
ー
ン
の

土
地
利
用
促
進
は
町
の
未
来
の
財
源
基
盤
の
確
立

の
た
め
に
種
を
ま
く
と
い
う
大
事
な
事
業
で
あ
る
。

　

平
成
22
年
度
収
支
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
、
町
長
を
先
頭

に
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
持
続
可
能
な
未
来
の
た

め
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

反
対
討
論
で
、
部
落
解
放
同
盟
の
件
で
何
年
来
反

対
さ
れ
て
い
る
。
予
算
も
決
算
も
反
対
。
反
対
の
た

め
の
反
対
で
あ
る
。
総
合
的
な
討
論
を
お
願
い
し
た

い
。

介
護
保
険
特
別
会
計
決
算
に
対
す
る
討
論

（
今
西　

久
美
子　

議
員
）

　

普
通
徴
収
の
方
の
介
護
保
険
料
は
、
年
々
滞
納
が
増

え
、
徴
収
率
は
90
％
を
切
っ
た
。
介
護
保
険
料
を
納
め

な
い
と
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
い
と
き
に
受
け
ら

れ
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
払
い
た
く
て
も
払
え
な

い
実
態
を
認
識
し
て
い
な
が
ら
、
町
の
対
応
と
し
て
は

不
十
分
で
あ
っ
た
。

討　
　

論

賛成

　

国
の
税
制
改
正
を
そ
の
ま
ま
住
民
に
お
し
つ
け
、

町
独
自
の
軽
減
策
等
不
十
分
で
あ
る
。

　

同
和
関
連
の
数
十
年
に
わ
た
る
負
担
金
は
支
出

に
見
合
っ
た
具
体
的
な
成
果
が
な
く
、
不
要
な
支

出
。
学
校
図
書
館
の
蔵
書
は
早
急
に
整
備
し
、
専
任

司
書
の
配
置
も
強
く
求
め
る
。
学
童
保
育
も
保
育
所

も
、
定
員
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち

が
安
全
に
落
ち
着
い
て
過
ご
せ
る
よ
う
、
対
策
を
求

め
る
。
町
の
防
災
マ
ッ
プ
の
危
険
箇
所
に
、
山
の
施

業
路
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
崩
落
事
故
も
発
生
し
て

お
り
、
町
と
し
て
き
ち
ん
と
調
査
し
、
指
導
す
べ
き
。

　

新
都
市
ア
ク
セ
ス
道
路
南
北
線
は
議
会
に
も
十

分
な
説
明
が
な
い
ま
ま
、
突
然
、
調
査
費
が
計
上
さ

れ
、
住
民
不
在
、
企
業
優
先
の
姿
勢
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
国
道
３
０
７
号
の
朝
夕
の
渋
滞
解
消
こ
そ

住
民
の
願
い
で
あ
る
。
町
の
財
政
が
厳
し
い
と
言
い

な
が
ら
、
幅
員
12
ｍ
も
の
道
路
建
設
は
、
と
う
て
い

住
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え

る
。

住
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る

自
治
体
の
役
割
を

果
た
せ
て
い
な
い

福
祉
日
本
一
を
め
ざ
し
た

健
康
促
進
事
業
の

取
り
組
み
を
評
価
す
る

反対
保
険
料
を
払
え
な
い
実
態
を

把
握
し
て
い
な
が
ら
対
応
が
不
十
分



○
集
団
茶
園
整
備
事
業
（
西
ノ
山
工
区
）

変
更
内
容
…
幹
線
水
路
・
承
水
路
の
構
造
の
変
更
と
暗
渠
口
径

の
拡
大
な
ど
、
施
工
性
と
安
全
性
を
高
め
る
た
め
の
も
の
と
、

地
盤
改
良
な
ど
軟
弱
地
盤
の
改
良
や
対
策
に
関
わ
る
も
の
。

変
更
後
の
金
額
…
５
億
３
９
２
万
６
５
０
０
円

（
１
０
４
２
万
６
５
０
０
円
を
増
額
）

【
可
決　

全
員
賛
成
】

平成20年度　補正した予算
制
定
し
た
条
例

工
事
請
負
契
約
変
更

○
新
市
街
地
土
地
利
用
促
進
条
例

　

ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
で
、
新
都
市
創
造
ゾ
ー
ン
に
位
置
付

け
て
い
る
贄
田
・
立
川
地
区
に
つ
い
て
、
新
市
街
地
整
備
を
促

進
す
る
た
め
、
町
及
び
土
地
所
有
者
、
事
業
者
が
共
に
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
規
定
す
る
も
の
。

【
可
決　

全
員
賛
成
】

会計予算名 補正額 補正後の総額

一 般 会 計 （第１号） 960 万円 38 億 8,460 万円 可決　全員賛成

国 保 会 計 （第２号） 665 万円 10 億 363 万円 可決　全員賛成

介 護 保 険 会 計 （第１号） 918 万円 5 億 8,581 万円 可決　全員賛成

公共下水道会計 （第１号） 193 万円 6 億 3,944 万円 可決　全員賛成

道
路
整
備
に
必
要
な
財
源
の
確
保
に
関
す
る
意
見
書

　

道
路
は
、
地
方
の
生
活
を
支
え
る
重
要
な
社
会
基
盤
で
あ
り
、

広
域
的
な
地
域
間
連
携
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
、
安
全
・
安

心
な
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　

本
町
で
は
、
国
・
府
道
等
の
整
備
に
着
手
さ
れ
て
い
る
が
、

慢
性
的
な
渋
滞
や
環
境
問
題
、
緊
急
時
の
対
応
な
ど
の
早
期
解

決
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

　

国
に
お
か
れ
て
は
道
路
特
定
財
源
の
一
般
財
源
化
に
際
し
て
、

地
方
の
実
情
を
深
く
認
識
さ
れ
、
次
の
事
項
を
実
現
さ
れ
る
よ

う
強
く
要
望
す
る
。

　

１
．
地
方
の
道
路
整
備
に
必
要
な
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
。

　

２
．
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
を
継
続
す
る
こ
と
。

　

３
．
道
路
特
定
財
源
の
暫
定
税
率
失
効
に
伴
う
減
収
分
に
つ

　
　

い
て
は
、
国
の
責
任
で
財
源
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

【
提
出
先
】

　

衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
・
内
閣
総
理
大
臣

　

総
務
大
臣
・
財
務
大
臣
・
国
土
交
通
大
臣

意
見
書

　今回の補正は、前年度の繰越金の確定ならびに、住民の暮らし
における安心・安全の確保のため、緊急に対応する必要がある事
業を中心として計上したもので補正額は次のとおりとなった。　

【
可
決　

全
員
賛
成
】
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条
例
・
補
正
予
算
・
意
見
書

次回定例会は 12 月です。
　議会事務局（℡ 88 － 6641）
までお問い合わせ下さい。

（千円以下切捨て）



　

学
校
図
書
室
に

　
　

専
任
司
書
の
配
置
を

今西久美子
　　　議員

　

保
育
所
の
安
全
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　

認
識
を
改
め
よ

【
答
】
全
教
職
員
で
取
り
組
ん
で
お
り
、
考
え
て
い
な
い

水
道
料
金
の
引
き
下
げ
を

【
答
】
健
全
な
水
道
会
計
の
た
め
現
行
ど
お
り
で 

【
答
】
安
心
で
安
全
な
保
育
の
実
施
に
努
め
て
い
る

【
質　

問
】

　
「
読
書
」
は
言
葉
を
育
て
、

人
生
を
深
く
生
き
る
力
を
は

ぐ
く
む
。想
像
力
や
読
解
力
、

真
の
学
力
を
培
い
、
豊
か
な

感
性
を
磨
く
な
ど
、
子
ど
も

の
健
全
な
育
成
に
は
欠
か
せ

な
い
。
町
教
委
の
認
識
は
。

【
答　

弁
（
教
育
次
長
）】

　

読
書
は
、
子
ど
も
の
想
像

力
を
豊
か
に
し
、
感
性
を
磨

き
、
思
い
や
り
の
心
を
は
ぐ

く
む
。
幅
広
い
知
識
を
習
得

で
き
、
考
え
る
習
慣
や
判
断

力
を
身
に
つ
け
、
さ
ら
に
、

表
現
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
が
高
ま
る
な

ど
、
人
が
よ
り
豊
か
に
生
き

る
た
め
に
重
要
な
役
割
を
果

た
す
と
考
え
て
い
る
。

【
質　

問
】

　

司
書
の
い
な
い
図
書
館

は
、
本
の
倉
庫
に
す
ぎ
な
い

と
言
わ
れ
て
い
る
。
井
手
町

で
は
専
任
の
司
書
を
置
く
こ

な
い
か
。
節
水
意
識
を
高
め

る
た
め
に
も
、
基
本
水
量
を

見
直
し
、
水
道
料
金
の
引
き

下
げ
を
。

【
答　

弁
（
水
道
課
長
）】

　

口
径
13
㎜
で
約
２
割
、
20

㎜
で
約
３
割
の
家
庭
が
基
本

水
量
に
満
た
な
い
状
況
で
あ

る
。
基
本
料
金
は
、
水
道
事

業
の
経
費
の
う
ち
、
安
定
的

に
清
浄
な
水
を
供
給
で
き
る

体
制
を
維
持
す
る
た
め
の
固

定
的
に
か
か
る
経
費
を
負
担

し
て
い
た
だ
く
も
の
で
あ

り
、
健
全
な
水
道
事
業
運
営

と
、
水
の
安
定
的
供
給
の
た

め
、
現
行
ど
お
り
と
し
、
見

直
し
、
引
き
下
げ
は
予
定
し

て
い
な
い
。

　

節
水
は
、
水
源
開
発
と
同

じ
効
果
が
あ
る
。
水
道
料
金

に
は
は
ね
返
ら
な
い
が
、
引

き
続
き
節
水
意
識
の
向
上
に

取
り
組
む
。

使
っ
て
い
な
い
分
ま
で
料
金

を
支
払
っ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
住
民
が
節
水
の
努
力
を

し
て
も
、
水
道
料
金
は
安
く

な
ら
な
い
。
少
子
化
や
核
家

族
化
で
、
１
家
庭
の
水
道
使

用
料
は
減
っ
て
い
く
の
で
は

　
【
質　

問
】

　

保
育
所
で
は
、
低
年
齢
児

が
増
え
、
定
員
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
る
。
安
全
面
で
問

題
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
園

庭
の
遊
具
が
壊
れ
た
ま
ま
放

置
さ
れ
て
い
る
。
早
急
に
修

理
す
べ
き
だ
。

【
答　

弁
（
住
民
福
祉
課
長
）】

　

厚
生
労
働
省
の
基
準
に
あ

わ
せ
、
低
年
齢
児
の
増
加
に

伴
っ
て
１
階
の
部
屋
を
有
効

利
用
し
対
応
し
て
い
る
。

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
専
任

司
書
の
配
置
は
考
え
て
い
な

い
。

口径 基本水量 水道料金
13 ㎜ 20 ㎥ 2200 円
20 ㎜ 40 ㎥ 5000 円

【
質　

問
】

　

遊
具
が
壊
れ
て
１
年
、
予

算
化
し
て
半
年
、
な
ぜ
い
ま

だ
に
修
理
が
で
き
て
い
な
い

の
か
。
安
全
に
つ
い
て
の
認

識
に
大
き
な
問
題
が
あ
る
。

で
き
な
か
っ
た
理
由
は
。
い

つ
ま
で
に
修
理
す
る
の
か
。

【
答　

弁
（
住
民
福
祉
課
長
）】

　

木
材
を
利
用
し
た
場
合
、

特
殊
加
工
が
必
要
と
な
り
、

遅
れ
て
い
る
。
早
い
う
ち
に

事
業
を
執
行
し
、
完
了
す
る
。

【
質　

問
】

　

宇
治
田
原
町

の
水
道
料
金

は
、
表
の
と
お

り
だ
が
、
基
本

水
量
に
満
た
な

い
家
庭
で
は
、

未改修の遊具

　

保
育
士
も
配
置

基
準
に
応
じ
て
配

置
し
て
お
り
、
安

心
で
安
全
な
保
育

の
実
施
に
努
め
て

い
る
。

　

補
修
が
必
要
な

遊
具
は
、
適
切
な

措
置
を
講
じ
て
い

る
。

２ヵ月分

と
で
、
貸
出
冊
数
が
増

え
た
と
聞
く
。
小
中
学

校
の
図
書
室
に
専
任
司

書
の
配
置
を
。

【
答　

弁（
教
育
次
長
）】

　

司
書
教
諭
を
中
心

に
、
教
職
員
全
員
が
一

丸
と
な
っ
て
読
書
教
育

専任司書のいる学校図書館（井手町）

一
般
質
問
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一
般
質
問

垣 内 秋 弘
　　　議員

【
質　

問
】

　

近
年
子
ど
も
を
取
り
巻
く

環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中

で
、
地
域
の
子
育
て
機
能
・

教
育
力
の
低
下
も
指
摘
さ

れ
、
国
は
総
合
的
な
放
課
後

対
策
を
推
進
す
る
た
め
平
成

19
年
4
月
に
「
放
課
後
子
ど

も
プ
ラ
ン
」
を
創
設
し
、
各

行
政
区
で
も
徐
々
に
ス
タ
ー

ト
し
て
い
る
が
、
開
設
に
む

け
て
本
町
の
準
備
状
況
は
。

【
答
弁
（
生
涯
学
習
課
長
）】

　

放
課
後
等
に
お
け
る
児

童
の
安
全
で
健
や
か
な
居

場
所
づ
く
り
の
確
保
を
目
的

と
し
て
、
全
て
の
子
ど
も
た

ち
を
対
象
に
小
学
校
等
の
施

設
を
利
用
し
て
実
施
す
る
も

の
で
、
学
校
と
家
庭
が
連
携

を
と
り
な
が
ら
、
保
護
者
や

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
も
の
で

あ
り
、
現
在
、
教
室
の
指
導

者
を
は
じ
め
学
習
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
や
安
全
サ
ポ
ー
タ
ー
を

募
集
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
開
設
に
あ
た
っ
て
は
、

運
営
委
員
会
の
設
置
及
び

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
義
務

付
け
ら
れ
て
お
り
、
11
月
開

設
に
向
け
諸
準
備
を
進
め
て

い
る
。

【
質　

問
】

　

運
営
面
で
は
特
色
を
活
か

し
た
学
校
教
育
の
土
台
づ
く

り
と
な
り
、
教
育
の
補
完
と

い
う
観
点
か
ら
創
造
的
な
活

動
の
中
で
「
学
ぶ
、
ふ
れ
合

う
、
体
験
す
る
」
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
具
体
的
な
取
り

組
み
内
容
と
指
導
体
制
及
び

安
全
対
策
、
学
童
保
育
所
と

の
か
か
わ
り
と
連
携
は
。

【
答
弁
（
生
涯
学
習
課
長
）】

　

地
域
の
多
彩
な
人
材
の
関

【
質　

問
】

　

条
例
が
制
定
さ
れ
て
1
年

が
経
過
す
る
中
で
、
重
点
地

域
の
や
す
ら
ぎ
の
道
で
は
、

ポ
イ
捨
て
等
が
減
少
し
良
好

に
な
っ
た
と
聞
く
が
、
そ
れ

以
外
の
地
域
は
、
ま
だ
ま
だ

意
識
が
低
い
状
況
で
あ
る
。

推
進
員
体
制
の
強
化
と
、
環

境
面
で
の
整
備
、
ハ
ー
ド
対

 「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
は
子
ど
も
の

　
　

安
心
・
安
全
な
居
場
所
づ
く
り
に

策
も
必
要
だ
。
ま
た
、
条
例

制
定
後
の
成
果
と
課
題
は
。

【
答　

弁
（
保
険
環
境
課
長
）】

　

美
化
重
点
地
域
を
は
じ

め
、
道
路
や
公
園
で
の
ポ
イ

捨
て
等
は
、
確
実
に
減
少
し

て
い
る
。
推
進
員
84
人
の
協

力
に
よ
り
条
例
の
効
果
が
出

始
め
て
い
る
。

みんなでまちをきれいに

わ
り
を
得
て
、
学
習
や
ス

ポ
ー
ツ
、
文
化
活
動
等
に
触

れ
る
機
会
を
提
供
す
る
も
の

で
、「
お
茶
の
ま
ち
」
に
ち

な
み
、
お
茶
に
関
す
る
体
験

学
習
や
伝
承
文
化
や
昔
遊
び

な
ど
、
ま
た
京
都
府
の
「
特

別
講
師
派
遣
事
業
」
を
活
用

し
大
学
教
授
に
よ
る
「
化
石

学
習
」
な
ど
の
ふ
る
さ
と
歴

史
教
室
も
特
色
あ
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

【
質　

問
】

　

住
民
の
啓
発
活
動
、
小
売

店
へ
の
周
知
等
、
き
め
細
か

な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
が
対

策
は
。

【
答
弁
（
保
険
環
境
課
長
）】

　

各
地
域
ご
と
に
説
明
会
を

開
催
し
協
力
依
頼
を
す
る
と

共
に
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
看
板
を
設
置
し
事
業
周
知

を
図
る
。

【
質　

問
】

　

エ
コ
推
進
員
の
役
割
は
。

【
答
弁
（
保
険
環
境
課
長
）】

　

ご
み
分
別
に
関
す
る
助

言
、指
導
、ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
移
設
や
新
設
の
調
整
、

美
化
活
動
の
計
画
等
地
域
実

情
に
あ
わ
せ
る
。

【
答
】
学
び
や
体
験
を
通
じ
、
心
豊
か
に
育
つ
活
動
場
所
に

　

ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
取
り
組
み　
　

　
　
　
　
　
「
町
」
全
体
に
波
及
を

【
答
】
推
進
員
連
絡
会
の
開
催
と

　
　
　
　
　
　

情
報
交
換
の
活
発
化
を
図
る

家
庭
ご
み
透
明
袋
化
へ
む
け
て
の
準
備
は



 【
答
】
運
賃
改
定
時
に
検
討
す
る

　
「

高
校
生
通
学
費
補
助
」

　
　
　
　

増
額
の
考
え
は

さつまいもの苗植え体験

一
般
質
問
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山 本 泰 子
　　　議員

【
質　

問
】

　

平
成
５
年
度
よ
り
月
額
２

千
円
が
、
高
校
生
に
通
学
補

助
金
と
し
て
交
付
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
平
成
10
年
度

か
ら
は
月
額
２
千
３
百
円
と

な
っ
た
。
そ
の
後
10
年
間
は

増
額
さ
れ
て
い
な
い
。
学

費
の
値
上
げ
や
通
学
圏
の
拡

大
に
よ
る
交
通
費
の
増
加

で
、
補
助
金
の
増
額
を
求
め

る
声
を
保
護
者
か
ら
聞
い
て

い
る
。
緑
苑
坂
と
銘
城
台
か

ら
で
は
、
城
陽
高
校
に
通
学

す
る
例
で
、
年
間
５
万
円
も

の
差
が
あ
る
。
10
年
前
と
は
、

通
学
事
情
が
大
き
く
異
な
っ

て
い
る
た
め
、
高
校
通
学
費

補
助
金
の
見
直
し
が
必
要
。

町
の
考
え
は
。

【
質　

問
】

　

10
月
開
設
予
定
に
向
け
、

現
在
の
進
捗
状
況
は
。

【
答
弁
（
生
涯
学
習
課
長
）】

　

児
童
の
放
課
後
の
安
心
安

全
な
居
場
所
と
し
て
小
学
校

を
活
用
し
、
保
護
者
や
地
域

放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

進
捗
状
況
は

の
協
力
も
得

て
、
学
習
や
ス

ポ
ー
ツ
、
文

化
活
動
を
通

じ
、
子
ど
も
た

ち
を
心
豊
か
で

健
や
か
に
育
て

る
こ
と
を
目
的

と
し
、
現
在
指

導
者
や
安
全
サ

ポ
ー
タ
ー
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を

高校生の通学風景

【
答　

弁
（
教
育
次
長
）】

　

補
助
金
の
算
定
は
、
標
準

的
な
学
期
定
期
の
４
分
の
１

と
し
て
い
る
。
制
度
創
設
時

に
は
、
月
額
２
千
円
だ
っ

た
が
、
そ
の
後
運
賃
の
改
定

が
行
わ
れ
た
た
め
、
月
額
２

千
３
百
円
に
増
額
し
た
。
そ

の
後
は
運
賃
改
定
が
な
い
た

め
、
補
助
金
も
改
定
し
て
い

な
い
。
今
の
と
こ
ろ
増
額
は

考
え
て
い
な
い
。

【
要　

望
】

　

現
行
制
度
は
現
状
に
見

合
っ
て
い
な
い
。
今
後
バ
ス

料
金
の
改
定
も
懸
念
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
前
向
き
に
検
討

さ
れ
た
い
。

【
答
】
１１
月
開
設
に
向
け
準
備
中
で
あ
る

【
質　

問
】

　

開
設
時
間
内
や
下
校
時
の

安
全
確
保
、
事
故
へ
の
対
応
、

ま
た
全
児
童
を
対
象
と
し
た

活
動
と
い
う
こ
と
で
、
内
容

や
場
所
な
ど
受
け
入
れ
体
制

に
心
配
が
あ
る
。
ま
た
、
宇

治
田
原
ら
し
い
、
祖
父
母
か

ら
孫
に
生
活
の
知
恵
を
授
け

る
よ
う
な
学
び
の
場
も
必
要

と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な

構
想
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

【
答
弁
（
生
涯
学
習
課
長
）】

　

安
全
サ
ポ
ー
タ
ー
を
配
置

し
、
学
校
巡
視
員
や
地
域
の

見
守
り
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

と
も
調
整
し
て
い
く
。
今
後

参
加
者
の
登
録
申
込
み
を
行

い
人
数
を
把
握
す
る
が
、
図

書
室
や
体
育
館
を
活
用
し
て

「
学
び
や
体
験
・
交
流
の
場
」

を
設
定
し
、
実
施
す
る
予
定
。

伝
承
文
化
や
昔
遊
び
な
ど
、

宇
治
田
原
ら
し
い
内
容
も
取

り
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

募
集
し
て
い
る
。
運
営
委
員

会
の
設
置
や
、
活
動
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
策
定
を
行
う
「
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
が
校
区
ご

と
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
お

り
、
11
月
か
ら
の
開
設
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。



　

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
　

充
実
は

一
般
質
問

小 林 昭 次
　　　議員

【
質　

問
】

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

実
施
で
政
府
で
も
与
党
と
野

党
が
対
立
し
て
い
る
が
、
国

民
の
理
解
は
低
い
。
行
政
と

し
て
の
説
明
責
任
は
果
た
し

て
い
る
の
か
。

【
答　

弁（
保
険
環
境
課
長
）】

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は

老
人
保
健
制
度
に
変
わ
る
新

た
な
制
度
で
あ
り
、
本
年
４

月
か
ら
始
ま
っ
た
。
対
象
者

に
説
明
会
等
で
周
知
を
図
っ

て
い
る
。
今
後
も
ま
だ
変
化

す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

機
会
が
あ
る
都
度
説
明
し
対

応
し
て
い
く
。

しあわせの家開所式

【
質　

問
】

　

自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ

て
２
年
余
り
経
過
し
、
利
用

者
負
担
の
軽
減
策
、
施
設
の

経
営
安
定
化
に
お
け
る
町
独

自
の
支
援
は
。

【
答　

弁（
生
活
支
援
課
長
）】

　

自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ

て
２
年
余
り
経
過
し
、
利
用

者
負
担
の
軽
減
策
、
施
設
の

経
営
安
定
化
支
援
に
お
い

て
、
見
直
し
が
さ
れ
た
。
本

町
に
お
い
て
も
京
都
府
と
協

調
し
て
独
自
の
支
援
を
引
き

続
き
進
め
て
い
く
。

障がい者施設（ワークホームれっつ）

【
質　

問
】

　

要
援
護
高
齢
者
、
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
に
対
す
る
火
災

警
報
器
設
置
・
家
具
転
倒
防

止
事
業
の
実
施
状
況
は
。

【
答　

弁（
生
活
支
援
課
長
）】

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置

事
業
は
、
高
齢
者
の
生
命
と

【
質　

問
】

　

高
齢
者
交
流
の
場
開
設
事

業
と
し
て
郷
之
口
地
区
で
の

状
況
と
今
後
の
考
え
は
。

【
答　

弁（
生
活
支
援
課
長
）】

　

高
齢
者
交
流
の
場
開
設
事

業
に
つ
い
て
は
、
郷
之
口
地

区
で
開
設
し
た
。
多
く
の
参

【
質　

問
】

　

障
が
い
者
ケ
ア
ホ
ー
ム
整

備
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

【
答　

弁（
生
活
支
援
課
長
）】

　

障
が
い
者
ケ
ア
ホ
ー
ム
の

整
備
事
業
は
、
第
４
次
ま
ち

づ
く
り
総
合
計
画
に
お
け
る

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
、
平
成
22
年
度
ま
で
に
は

１
カ
所
設
置
の
支
援
を
し
て

い
き
た
い
。

【
質　

問
】

　

障
が
い
者
仕
事
お
こ
し
事

業
の
展
開
と
進
捗
は
。

【
答　

弁（
生
活
支
援
課
長
）】

　

障
が
い
者
就
労
支
援
仕
事

お
こ
し
事
業
は
、
平
成
19
年

度
末
に
「
宇
治
田
原
町
障
が

い
者
仕
事
お
こ
し
研
究
会
」

を
発
足
し
、
民
生
委
員
、
施

設
関
係
者
、
産
業
関
係
者
の

10
名
の
委
員
で
、
障
が
い
者

に
適
し
た
仕
事
お
こ
し
を
検

討
し
て
い
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

制
度
の
説
明
は

【
答
】
対
象
者
へ
の
説

　
　
　

明
に
努
力
す
る

火
災
報
知
器
設
置

　

事
業
の
進
捗
は

【
答
】
設
置
Ｐ
Ｒ
に
努
め

　
　
　

増
進
を
図
る

財
産
を
守
る
観
点
か

ら
取
り
組
ん
で
き

た
。
平
成
19
年
度

は
１
基
の
実
績
で
あ

り
、
設
置
義
務
づ
け

期
間
の
平
成
23
年
ま

で
に
は
、
多
く
の
家

庭
で
設
置
し
て
い
た

だ
く
。

高
齢
者
交
流
の
場

　
　

事
業
の
今
後
は

　
【
答
】
今
年
度

　
　

次
の
箇
所
で
設
置

加
が
あ

り
盛
大

で
あ
っ

た
。
本

年
は
湯

屋
谷
地

区
に
事

業
展
開

を
し
て

い
き
た

い
。

　
障
が
い
者
福
祉
の

　

充
実
を
図
る
に
は

自
立
支
援
法
の
今
後
と

　

町
独
自
の
支
援
策
は

　
【
答
】
利
用
者
の
負
担

　
　

軽
減
に
取
り
組
む

ケ
ア
ホ
ー
ム
設
置

そ
の
後
の
進
捗
は

　
【
答
】
平
成
22
年
度
に

　
　

一
箇
所
設
置
す
る

障
が
い
者
仕
事
お
こ
し

　
　

事
業
の
展
開
は

　
【
答
】
仕
事
お
こ
し

　

研
究
会
で
検
討
す
る
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通学風景（ヘルメットを）

【
答
】
住
民
の
声
と
評
価
を
聞
き

　
　
　
　
　

近
い
う
ち
に
決
断
を
し
た
い

奥
田
町
長
の

　
　

３
選
出
馬
は
あ
る
の
か

 【
答
】
地
域
と
学
校
で
点
検
し
、
今
一
度

　
　
　
　
　

通
学
の
安
全
対
策
を
協
議
す
る

 【
答
】
監
視
カ
メ
ラ
を
移
動
し
て

　
　
　
　
　
　
　

経
過
と
効
果
を
確
認
中

不法投棄の実態

一
般
質
問

森 田 木 一
　　　議員

森 田 木 一
　　　議員

【
質　

問
】

　

こ
の
２
期
目
を
総
括
し
ま

す
ま
す
厳
し
く
な
る
財
政
を

打
破
し
て
い
く
に
あ
た
り
、

町
長
は
思
い
切
っ
た
行
財
政

改
革
に
強
い
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
て
い
る
こ
と
を
評

価
す
る
。「
こ
の
よ
う
な
現

状
を
判
断
し
、
多
く
の
住
民

は
続
投
し
か
な
い
」
と
思
っ

て
い
る
。
引
き
続
き
責
任
を

持
っ
て
町
政
の
舵
取
り
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
町
長
の

政
治
姿
勢
と
続
投
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

【
答　

弁
（
町
長
）】 

  

行
政
は
完
遂
す
る
こ
と
な

く
エ
ン
ド
レ
ス
で
あ
る
。
死

ぬ
ま
で
や
る
わ
け
に
も
い
か

ず
将
来
に
引
き
渡
す
責
任
も

あ
る
。
今
後
に
つ
い
て
は
、

11
月
に
町
議
選
も
あ
り
、
そ

の
後
、
議
員
や
住
民
の
皆
様

の
声
と
評
価
を
聞
き
、
こ
れ

ま
で
の
慣
例
に
従
い
、
し
か

【
質　

問
】

　

中
学
生
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
に
つ
い
て
は
、
自
転
車
通

学
の
生
徒
を
対
象
に
補
助
金

を
つ
け
て
支
給
を
し
て
い

る
。
万
一
交
通
事
故
に
あ
っ

た
と
き
に
体
を
守
る
た
め
で

あ
り
必
ず
着
用
の
指
導
を
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
通
学
路

の
安
全
確
保
に
つ
い
て
、
特

に
銘
城
台
の
中
学
生
と
田
原

小
学
校
の
生
徒
の
通
学
路
に

つ
い
て
安
全
か
。

　

通
学
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と

　
　
　
　
　

通
学
路
の
安
全
確
保
を

【
答　

弁
（
教
育
次
長
）】

　

中
学
生
の
通
学
で
、
自
転

車
許
可
地
域
に
限
っ
て
、、

登
下
校
時
の
着
用
を
義
務
付

け
、
指
導
し
て
い
る
。
今
後

と
も
着
用
の
徹
底
を
図
る
。

通
学
路
に
つ
い
て
は
保
護
者

か
ら
の
指
摘
、
変
更
要
望
は

な
い
が
、
今
後
と
も
安
全
の

点
検
確
認
を
図
る
。

る
べ
き
時
期
に
判
断
を
し
た

い
。

【
質　

問
】

　

不
法
投
棄
防
止
の
た
め
の

移
動
監
視
カ
メ
ラ
の
活
用
状

況
は
。
不
法
投
棄
の
監
視
箇

所
は
計
画
的
に
移
動
し
、
適

正
な
場
所
に
設
置
さ
れ
て
い

る
の
か
。

【
答　

弁（
保
険
環
境
課
長
）】

　

監
視
カ
メ
ラ
は
、
適
正
な

場
所
に
移
設
し
た
。
移
動
後

ゴ
ミ
類
が
多
く
あ
り
、
テ

レ
ビ
・
家
電
・
パ
ソ
コ
ン

の
不
法
投
棄
は
発
生
し
て
い

な
い
。
監
視
カ
メ
ラ
の
管
理

は
２
週
間
に
１
度
、
バ
ッ
テ

リ
ー
の
交
換
や
設
置
に
は
業

者
の
手
が
必
要
で
あ
っ
た
が

技
術
を
習
得
し
職
員
で
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
移
動
が
機

動
的
に
な
っ
た
。　

不
法
投

棄
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
本

年
８
月
末
ま
で
の
不
法
投
棄

の
通
報
・
発
生
件
数
は
11
件

で
、
前
年
１
年
間
の
15
件
に

比
べ
て
増
加
傾
向
に
あ
る
。

そ
の
他
建
築
廃
材
の
不
法
投

棄
が
あ
り
、
警
察
に
通
報
し

捜
査
を
依
頼
し
て
い
る
。

 　
　

不
法
投
棄
の
防
止
と

　
　
　

移
動
監
視
カ
メ
ラ
の
活
用
は
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青 山 美 義
　　　議員

     
町
の
自
然
の
財
産
で
あ
る

　

大
滝
付
近
に
親
水
公
園
を

【
答
】
１
級
河
川
で
あ
り
形
状
変
更
は

　
　
　
　

で
き
な
い
が
、
景
観
保
全
に
努
め
る

通
学
路
の
安
全
確
保
の
進
捗
は

一
般
質
問

【
質　

問
】

　

３
０
７
号
湯
屋
谷
入
口
の

歩
道
に
つ
い
て
は
、
地
権
者

の
協
力
に
よ
り
一
部
進
展
が

あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、

そ
の
他
に
つ
い
て
京
都
府
と

の
話
し
合
い
は
ど
こ
ま
で
進

展
し
て
い
る
の
か
。

【
答　

弁
（
建
設
課
長
）】

　

３
０
７
号
は
本
町
を
東
西

に
貫
く
主
要
幹
線
道
路
で
あ

り
近
年
は
交
通
量
が
増
加
を

し
て
い
る
。
国
道
３
０
７

　
　

 【
答
】
本
年
度
中
に
、
危
険
箇
所
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

改
善
を
実
施
す
る

号
か
ら
湯
屋
谷
入
口
の
歩
道

は
、
湯
屋
谷
地
域
の
通
学
路

で
も
あ
り
、
京
都
府
で
整
備

を
進
め
て
い
た
だ
い
て
い
る

が
、
平
成
19
年
３
月
に
一
部

用
地
確
保
と
支
障
物
件
の
撤

去
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
本

年
度
は
一
部
工
事
に
着
手
、

一
番
危
険
な
箇
所
の
改
良
を

し
て
い
た
だ
く
予
定
で
あ

る
。

【
質　

問
】

　

本
町
に
は
、
豊
か
な
自
然

や
歴
史
・
文
化
が
あ
り
、
お

茶
の
ま
ち
と
し
て
も
知
名
度

が
高
い
。
特
に
湯
屋
谷
地
域

に
は
永
谷
宗
圓
の
生
家
と
大

滝
大
明
神
が
あ
り
、
町
の
名

勝
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。

大
滝
周
辺
を
整
備
し
、
多
目

的
公
園
、
親
水
公
園
と
し
て

計
画
で
き
な
い
か
。
そ
の
実

現
性
に
つ
い
て
考
え
は
。

【
答　

弁
（
建
設
課
長
）】

　

大
滝
付
近
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
京
都
府
が
管
理
し
て

い
る
１
級
河
川
田
原
川
の
源

流
域
で
、
砂
防
指
定
地
内
で

あ
る
こ
と
か
ら
砂
防
法
の
厳

し
い
規
制
が
あ
る
た
め
、
親

水
公
園
と
し
て
河
川
流
域
内

に
お
い
て
形
状
変
更
は
で
き

な
い
。
し
か
し
町
の
景
観
や

環
境
保
全
の
た
め
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

大滝付近の整備を

 

３
０
７
号
か
ら
湯
屋
谷
入
り
口
の

　
　

歩
道
設
置
に
つ
い
て
、
そ
の
後
は

【
質　

問
】

　

神
楽
橋
か
ら
国
道
3
0
7

号
ま
で
の
１
８
０
ｍ
は
歩
道

が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
京

都
府
と
の
協
議
を
進
め
る
と

の
答
弁
を
い
た
だ
い
て
い
る

が
そ
の
後
の
経
過
は
。

 

神
楽
橋
（
郷
之
口
）
か
ら
３
０
７
号
へ
の

　
　
　
　

歩
道
設
置
に
つ
い
て
、
そ
の
後
は

 （
答
）
京
都
府
の
管
理
で
あ
り

　
　
　
　

強
い
要
望
を
投
げ
か
け
て
い
く

【
答　

弁
（
建
設
課
長
）】

　

神
楽
橋
か
ら
国
道
3
0
7

号
ま
で
は
、
府
道
と
し
て
京

都
府
が
管
理
し
て
お
り
、
都

市
計
画
道
路
郷
之
口
下
町
線

（
府
道
宇
治
木
屋
線
）
の
計

画
に
あ
わ
せ
た
整
備
を
京
都

府
に
要
望
す
る
。

３０７号から湯屋谷への入り口
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安 本 　 修
　　　議員

　
　

国
道
３
０
７
号
の

　

渋
滞
解
消
を
ど
う
す
る
の
か

【
答
】 
路
線
バ
ス
の
利
用
を
促
進
し
て
い
る
が

有
効
な
対
策
は
な
い

何
を
指
針
に
学
童
保
育
を
進
め
る
の
か

　

現
施
設
は
機
能
的
で
な
い

【
答
】
新
し
く
施
設
を
改
善
す
る
予
定
は
な
い

指
導
員
も
適
切
に
配
置
し
て
い
る

一
般
質
問

【
質　

問
】

　

朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
、
国

道
３
０
７
号
の
渋
滞
を
避
け

る
た
め
、
岩
山
・
長
山
・
郷

之
口
商
店
街
・
立
川
平
岡
・

大
道
寺
な
ど
生
活
道
路
を
通

り
抜
け
る
車
両
が
大
変
多

い
。
児
童
・
生
徒
の
通
学
や

生
活
道
路
を
利
用
す
る
地
元

住
民
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し

て
い
る
の
か
。

国道 307 号の渋滞状況

【
質　

問
】

　

学
童
保
育
の
人
数
は
大
変

増
え
て
き
て
い
る
。
基
本

は
生
活
習
慣
に
つ
い
て
の
援

助
・
自
立
に
向
け
た
手
助
け

を
行
う
力
を
身
に
つ
け
さ
せ

る
こ
と
が
必
要
。
子
供
同
士

の
関
係
は
デ
リ
ケ
ー
ト
で
あ

り
子
ど
も
に
対
し
て
指
導
員

の
目
が
届
き
、
充
分
な
対
応

が
で
き
る
環
境
条
件
を
整
え

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

【
答　

弁
（
生
涯
学
習
課
長
）】

　

学
童
保
育
は
児
童
福
祉
法

の
規
定
に
基
づ
き
実

施
し
て
い
る
。
開
所

時
間
を
延
長
し
指
導

員
も
宇
治
田
原
校
区

で
４
人
、
田
原
校
区

で
３
人
と
適
正
に
配

置
し
た
。

【
質　

問
】

　

ま
る
や
ま
交
流
館

　

新
都
市
ア
ク
セ
ス
道
路

（
南
北
線
）
建
設
が
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、
国
道
３
０
７

号
の
渋
滞
に
ま
す
ま
す
拍
車

が
か
か
り
、
住
民
生
活
に
大

き
な
影
響
が
出
る
も
の
と
心

配
さ
れ
て
い
る
。
山
手
線
を

早
期
に
実
現
す
る
こ
と
が
抜

本
的
な
解
決
策
に
な
る
と
思

う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

【
答　

弁
（
建
設
課
長
）】

　

平
成
３
年
に
新
名
神
高
速

道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
し
て

都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
山
手

線
の
計
画
見
直
し
に
と
も
な

い
、
整
備
が
棚
上
げ
さ
れ
た

状
態
に
あ
る
。
山
手
線
建
設

に
向
け
て
財
源
の
拡
充
・
強

化
、
支
援
を
国
や
京
都
府
に

求
め
て
い
く
。

【
質　

問
】

　

町
長
公
約
で
も
あ
る
山
手

線
は
計
画
決
定
さ
れ
て
20
年

近
く
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る

の
に
何
ら
進
展
し
て
い
な
い

の
は
残
念
で
あ
る
。
一
方
で

財
政
が
厳
し
い
と
い
い
な
が

ら
新
都
市
ア
ク
セ
ス
道
路
に

莫
大
な
予
算
を
つ
ぎ
込
む
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
３
０
７

号
の
渋
滞
緩
和
、
生
活
道
路

の
安
全
を
抜
本
的
に
対
策
す

る
た
め
に
は
、
山
手
線
の
建

設
の
年
次
計
画
を
作
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

【
答　

弁
（
町
長
）】

　

新
都
市
ア
ク
セ
ス
道
路

（
南
北
線
１
３
２
ｍ
）
に
は

平
成
20
年
度
１
億
１
千
万
円

の
予
算
額
（
平
成
21
年
度
も

１
億
円
の
債
務
負
担
）
で
あ

り
、
企
業
か
ら
応
分
の
負
担

を
い
た
だ
く
予
定
で
あ
る
。

学童保育の様子

は
、
学
童
保
育
の
た
め
の
専

用
の
部
屋
、
ス
ペ
ー
ス
が
少

な
く
児
童
の
生
活
の
場
と
し

て
機
能
的
な
点
で
不
十
分
で

あ
る
。
ま
た
一
般
住
民
は
利

用
が
し
に
く
い
。
思
い
切
っ

た
改
善
を
。

【
答　

弁
（
生
涯
学
習
課
長
）】

　

ま
る
や
ま
交
流
館
は
住
民

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
増
進
を

図
る
目
的
で
利
用
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
、
学
童
保
育
と

併
用
し
て
い
る
。
施
設
を
新

し
く
す
る
予
定
は
な
い
。

【
答　

弁

（
建
設
課
長
）】

　

３
０
７
号
は

年
々
交
通
量
が

増
え
て
き
て
お

り
朝
夕
大
変
な

渋
滞
が
発
生
し

て
い
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
。

路
線
バ
ス
の
利

用
も
促
進
し
て

い
る
が
、
有
効

的
な
対
策
は
見

出
せ
て
い
な
い
。

【
質　

問
】



　

ス
ポ
ー
ツ
の

秋
、
読
書
の
秋
、

食
欲
の
秋
・
・
・
。

み
な
さ
ん
は
ど
ん

な
秋
を
楽
し
ん
で

お
ら
れ
る
で
し
ょ

う
。

　

さ
て
、
私
ど
も
町
議
会
議

員
は
、
来
た
る
11
月
14
日
に

任
期
満
了
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
「
議
会
だ
よ
り
」

が
任
期
最
後
の
号
と
な
り
ま

し
た
。
研
修
を
重
ね
、
少
し

ず
つ
改
善
を
加
え
て
、
よ
り

読
み
や
す
く
親
し
ん
で
い
た

だ
け
る
「
議
会
だ
よ
り
」
に

と
、
が
ん
ば
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
ご
愛
読
い
た
だ
い
た

住
民
の
み
な
さ
ん
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
大
変
お
世
話

に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
【
広
報
編
集
委
員
】

委
員
長　

垣
内　

秋
弘

副
委
員
長　

今
西
久
美
子

委　

員　

山
本　

泰
子

委　

員　

小
林　

昭
次

委　

員　

西
谷　

信
夫

委　

員　

森
田　

木
一

編 集 後 記編 集 後 記
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郷之口ふれあいサロン

 インタビュー
　いいとこ案内人代表、にこに
こサロン代表、大道芸の達人な
ど多彩な顔を持つ中村さん　に
登場していただきました。

　

中
村　

俊と
し

機き　

さ
ん

宇
治
田
原
い
い
と
こ
案
内
人
の
会
代
表

　

今
年
４
月
に
「
宇
治
田
原
い
い
と
こ
案
内
人

の
会
」
が
発
足
し
、
初
代
代
表
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。
９
月
に
は
Ｊ
Ａ
や
ま
し
ろ
「
宇
治
茶
の

郷
」
内
に
拠
点
「
い
い
と
こ
案
内
所
」
も
で
き

ま
し
た
。
案
内
ご
希
望
の
方
は
一
週
間
前
に
中

村
代
表
ま
で
電
話
予
約（
８
８
‐
２
６
９
０
）を
。

Ｑ　

な
ぜ
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
を
？

Ａ　
「
お
茶
の
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
」
が
き
っ
か
け
。
本

町
の
良
さ
を
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
お
役

に
立
て
れ
ば
と
。

Ｑ　

現
在
の
本
町
を
ど
う
思

い
ま
す
か
？

Ａ　

一
番
に
自
然
・
里
山
の

風
景
が
大
変
す
ば
ら
し
い
の

で
、
ま
ち
の
風
景
を
み
な
さ

ん
に
ご
案
内
し
た
い
。

Ｑ　

ま
ち
を
訪
れ
る
方
に
、

何
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
で
す

か
。

Ａ　

や
は
り
ま
ち
の
風
景
、

山
々
や
茶
畑
な
ど
里
山
の
風

景
が
一
番
の
ご
ち
そ
う
で

す
。
町
外
の
人
だ
け
で
な
く
、

町
内
の
人
も
、
も
っ
と
も
っ

と
宇
治
田
原
の
自
然
・
歴
史
・

文
化
の
世
界
に
ご
招
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ　

訪
れ
た
方
の
た
め
に
今

後
必
要
だ
と
思
う
こ
と
は
？

Ａ　

ト
イ
レ
の
整
備
（
各
所
）

と
、
国
道
３
０
７
号
沿
い
に

も
っ
と
案
内
看
板
が
必
要
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

Ｑ　

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
を
し
て
よ
か
っ
た
こ
と

は
？

Ａ　

訪
れ
た
方
が
帰
る
と
き

に
再
度
寄
っ
て
い
た
だ
き
、

「
行
っ
て
き
た
よ
」「
よ
か
っ

た
よ
」
と
わ
ざ
わ
ざ
言
い
に

来
て
く
だ
さ
る
こ
と
。

Ｑ　

今
後
の
課
題
は
？

Ａ　

現
在
14
人
の
ガ
イ
ド
会

員
を
、
も
っ
と
増
や
す
こ
と
。

Ｑ　

宇
治
田
原
町
が
ど
ん
な

ま
ち
に
な
れ
ば
？

Ａ　

人
情
の
豊
か
な
、
誰
も

が
様
々
な
こ
と
に
積
極
的
に

参
加
し
、
み
な
さ
ん
が
協
力

す
る
、
共
助
・
協
働
の
ま
ち

に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。


